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コラム１ 褥瘡予防と物品について 

 

【褥瘡発生の原因】 

 日本褥瘡学会では、「身体に加わった外力は骨と皮膚表層の間の軟部組織の血流を低下、あるいは停止さ

れる。こ状況が一定時間持続されると組織は不可逆的な阻血性障害に陥り褥瘡となる」と褥瘡について定義し

ています。 

 血液は、酸素と栄養を全身に供給するため、供給不足は組織の壊死を起こします。この他、外力や栄養状態、

湿潤も褥瘡発生に大きくかかわる要素です。 

 

【褥瘡と体位】 

 図１には、褥瘡の後発部位を示しています。体位によって、圧迫を受けやすい部位です。 

こうした部位は、人が有する生理的湾曲（頭部や臀部が飛び出す）が関係します。圧迫を受けやすい部位は定期的

に観察することが大切です。また同じ部位が圧迫を受け続けることがないよう、体位変換しなくてはいけません。  

 自力で体位を変えることができない人は、同じ体位を取り続けます。また、自力で体位を変えられる人でも、ズルズ

ルと体を引きずるようにして体の向きを変える人は、外力（摩擦やずれ）がかかるので、褥瘡を発生しやすくなります。 

 どのような体位を取っているのか、自力で体位変換できる力がどのくらいあるのか、観察しなくてはいけません。 
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【体圧分散マットレスの特徴と留意点】 

体圧とは、敷布団やマットレスの上に横になったとき、体重がかかる部分や出っ張った部分にかかる圧力のこ

とをいい、これを分散する力のことを体圧分散と言います。 

 

人の身体は部位によって湾曲しており、重さがそれぞれ異なります。仰向けで寝ると、頭部・肩甲骨・尾骨は他

の部位よりも突き出ています（生理的湾曲）。各部位の荷重の割合を比較すると、 

 

上半身は頭も含めて 41％、下半身は 44％です。 

利用者様が安楽に安全に休むためには、身体の痛みや不快感を解消することが重要で、そのためには体圧を

分散させる（広い面積が接するようにする）ことが重要です。特定の箇所にかかる圧力を分散させることで、身体

の出っ張った部分の負担が軽減され、安楽な状態を提供できます。 

 

図２には、体圧分散とマットレスの構造を示していますが、体圧を分散させるためには、沈める・包む両方の機

能を有するマットレスが良いことになります。現在では、エアー・ウレタン・ジェルなど、様々な素材が使われ、また

組み合わされる構造（ハイブリッド）の製品がたくさんあります。機能も様々、価格も様々です。高いマットレスだか

ら良いのではなく、使用する利用者様の身体状況や場合によっては好みに照らして、選択することが重要です。  
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【体圧分散マットレスの選択と使い方】 

 体圧分散マットレスは、昨今、多数開発され、選択が難しいです。利用者様の状態に応じて、各種マットレスを

選定する必要があります。 

マットレス選択には、①静止型／圧切替型、②厚型（10ｃｍ以上）／薄型（10ｃｍ未満）、③動力／非動力とい

った、大きく 3 項目で選んでいきます。 

褥瘡予防には、ウレタンフォームを主とした厚さ 10cm 以下のマットレスでも十分ですが、深い褥瘡（Ⅲ・Ⅳ度）の

場合には、厚さ 10cm 以上のもので、高機能マットレスが有効です。 

また、自力で動こうとされる方には、動きをサポートするマットレス（少し硬めの静止型）が良い等、利用者様の

残存能力からも検討する事が必要です。 

最終的には、24 時間 365 日が生活の場となるマットレスですので、利用者様の好みが優先されます。 

ご自分の意見をはっきり言える利用者様は、私たちの説明に耳をかされない事も多いです。褥瘡の予防・治療

を優先しなくてはいけないのか、利用者様の QOLを重視する方が良いのか、その都度都度に利用者様も含めて

関係者間で話し合いましょう。さらに素材ごとに管理上留意することがあります（表１）。 
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マットレスと同様にどのようなピローを使用するかも重要です。ピローは、マットレス以上に形状・素材が多種で、

ケースバイケースの対応となります。 

ただ、図３に示すように、土台となるマットレスに優れた物を使用していても、体位を保持させるためのピローが適

切でないと、相乗的な効果を出すことができません。 

ベースとなるマットレスと使用するピローの組み合わせは、大変重要です。施設等では、ピローも効果であるので、

なかなか数を揃えられないや、家族が持参された物を使わざるを得ない等、制約もあります。利用者様の状態

等に応じて、ご本人・ご家族と相談し、よりより状態をもたらす物を選定し提案できることも、信頼を得る上で重要

となります。その際には、どうして薦める物が良いのかについて、説明できる知識や技術を身に付けておくことも大

切です。 

 

【まとめ】 

１． 身体の飛びだした部分は、定期的に観察し、部分圧迫が生じないよう、利用者様の体位を管理しよう。 

２． マットレスやピローを使用して、体圧を分散（身体の広い面積が接する）するようにしよう。 

３． マットレスとピローの相性を判断しよう。 

４． 利用者様・ご家族様に丁寧に説明し、納得してもらえるよう、理由も述べられるようにしよう。 


